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（１） ２００３年１０月２５日 第８６５号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

２００３．１０．２５ 小小
泉泉
悪悪
政政
転転
換換
だだ
��

「「
痛痛
みみ
」」押押
しし
つつ
けけ
のの

No.865
発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

い
ま
、
小
泉
「
構
造
改
革
」

で
国
民
・
労
働
者
の
く
ら
し
は

ズ
タ
ズ
タ
。
公
務
員
の
賃
下
げ

や
民
間
労
働
者
の
賃
金
抑
制
、

地
域
経
済
の
悪
化
は
い
っ
そ
う

深
刻
で
す
。
平
和
憲
法
を
破
壊

し
、
消
費
税
引
き
上
げ
、
年
金

改
悪
な
ど
庶
民
い
じ
め
を
推
し

進
め
る
悪
政
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
る
た
め
の
秋
の
た
た
か
い
が

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
１０
月
２８

日
公
示
・
１１
月
９
日
投
票
で
総

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
必
ず
投

票
権
を
行
使
し
４
つ
の
選
択
基

準
を
も
と
に
悪
政
を
転
換
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
同
時
に
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も
行
わ

れ
ま
す
。
「
憲
法
を
守
ら
な
い

裁
判
官
に
×
を
つ
け
よ
う
」
と

全
労
連
・
自
由
法
曹
団
・
国
民

救
援
会
は
よ
び
か
け
て
い
ま

す
。
何
も
つ
け
な
い
で
投
票
す

る
と
信
任
と
見
な
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
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た １０．１６中央行動

第
一
次
交
渉
ゾ
ー
ン
を
前

に
、
１０
月
１０
日
基
準
日
で
各
単

組
の
要
求
書
提
出
が
す
す
み
、

１５
日
の
自
治
労
連
・
現
業
全
国

統
一
行
動
も
行
わ
れ
る
な
ど
２

０
０
３
年
秋
季
年
末
闘
争
の
た

た
か
い
は
本
格
的
な
段
階
を
迎

え
て
い
ま
す
。

す
で
に
豊
橋
市
職
労
で
は
総

対
話
職
場
集
会
が
９０
％
実
施
さ

れ
「
不
当
な
人
勧
反
対
」
の
職

場
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
時
に
市
長
・

助
役
・
総
務
部
長
へ

の
要
請
ハ
ガ
キ
も
短

期
間
に
と
り
く
ま
れ

ま
し
た
。

不
法
・
不
当
な
人

勧
で
あ
る
こ
と
を
当

局
に
認
め
さ
せ
、
職

員
と
家
族
の
生
活
を

守
る
こ
と
が
当
局
に

あ
る
こ
と
、
労
使
協

議
・
労
使
合
意
で
の

決
着
を
も
と
に
議
会

上
程
を
図
る
こ
と
を

前
面
に
交
渉
に
臨
み

ま
し
ょ
う
。

職
員
と
家
族
の
生
活
守
れ

不
当
な
人
勧
に
追
随
す
る
な

総総選選挙でで
要要求実現現

新川町職労全員学習会

労使介入はしない
ラスパイレス引き上げは自冶体独自

１０月１０日 県市町村課交渉

１０
月
１０
日
８
単
組
・
県
本

部
、
１４
名
の
参
加
で
県
市
町
村

課
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
羽
根
委

員
長
は
「
２
年
連
続
マ
イ
ナ
ス

勧
告
は
、
公
務
員
労
働
者
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
経
済
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。
昨
年
に
続

き
不
利
益
を
遡
及
す
る
こ
と

は
、
断
じ
て
許
せ
な
い
。
各
自

治
体
で
の
労
使
交
渉
を
尊
重
す

べ
き
。
」
と
趣
旨
説
明
。

「
調
整
措
置
に
伴
う
ペ
ナ

ル
テ
ィ
は
課
さ
な
い
」

県
市
町
村
課
は
「
『
民
間
準

拠
』
の
原
則
か
ら
人
勧
は
国
民

の
理
解
を
得
て
い

る
。
『
不
利
益
不
遡

及
』
問
題
で
は
、
官

民
格
差
を
調
整
す
る

も
の
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
」
と
主

張
。
県
本
部
側
か
ら

「
市
町
村
が
『
調
整

措
置
』
を
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
ど
う
す

る
の
か
。
」
と
の
追

求
に
、
「
県
と
し
て

は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
課

さ
な
い
し
、
考
え
て

い
な
い
。
た
だ
し
国

は
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
回

答
。ラ

ス
パ
イ
レ
ス
問
題

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
問
題
で
は
、

「
ラ
ス
が
低
い
と
こ
ろ
は
、
人

勧
と
は
違
っ
た
観
点
で
別
に
分

析
し
、
認
め
ら
れ
た
制
度
で
あ

れ
ば
、
導
入
し
て
い
く
こ
と
も

問
題
は
な
い
と
考
え
る
」
と
、

そ
の
運
用
の
導
入
で
ラ
ス
を
上

げ
て
い
く
こ
と
を
認
め
、
「
労

使
合
意
に
県
と
し
て
言
及
や
介

入
は
し
な
い
」
と
明
言
し
た
。

退
職
手
当
問
題
で
は
、
「
国
よ

り
も
退
職
手
当
額
が
低
い
自
治

体
に
は
、
均
衡
の
原
則
か
ら
い

っ
て
む
し
ろ
上
げ
ろ
と
言
う
べ

き
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
追
求

に
、
「
通
勤
や
住
居
な
ど
す
べ

て
国
並
み
に
し
ろ
と
は
言
っ
て

い
な
い
」
と
は
ぐ
ら
か
し
た
。

史史上上最最悪悪のの賃賃下下げげ勧勧告告許許すすなな
年年金金改改悪悪、、ななどど悪悪政政阻阻止止ししよようう

「
２
０
０
３
年
秋
季
年
末
闘

争
勝
利
１０
・
１６
中
央
行
動
」

（
公
務
労
組
連
絡
会
第
２
次
中

央
行
動
）
が
、
東
京
・
霞
ヶ
関

周
辺
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
央
行
動
は
、
総
選
挙

を
間
近
に
ひ
か
え
て
、
秋
季
年

末
闘
争
の
賃
金
確
定
が
大
き
な

ヤ
マ
場
に
む
か
う
中
で
、
�
史

上
最
悪
の
「
賃
下
げ

勧
告
」
の
実
施
を
許

さ
ず
、
課
題
と
情

勢
、
方
針
に
つ
い
て

意
思
統
一
を
は
か

り
、
要
求
前
進
の
た

め
の
総
決
起
の
場
と

す
る
。
�
小
泉
「
構

造
改
革
」
に
も
と
づ

く
年
金
改
悪
な
ど
悪

政
阻
止
に
向
け
、
民

主
的
公
務
員
制
度
の

実
現
、
国
民
本
位
の

行
政
・
教
育
の
拡
充

な
ど
に
む
け
て
、
国

政
の
民
主
的
転
換
も

展
望
し
て
、
職
場
か
ら
た
た
か

う
決
意
を
か
た
め
あ
う
目
的
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
の
べ
３
０
０
０
人

が
参
加
（
愛
知
か
ら
９５
人
が
参

加
）
し
、
要
求
行
動
、
国
会
請

願
デ
モ
、
決
起
集
会
な
ど
終
日

の
行
動
を
精
力
的
に
奮
闘
し
ま

し
た
。 ３０００名をこえる人々が日比谷野外音楽堂に

第第１１次交交渉
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自治労連共済� Mix保険(注1）�

病気・ケガ�

不慮の事故�

交通事故�

病気・ケガ�

不慮の事故�

交通事故�

死
亡
・
重
度
障
害�

2,500万円�
5,000万円�
6,000万円�

6万円� 8～2万円�

2,500万円�
4,500万円�
4,500万円�

入 

院�

日額 8,000円�
16,000円�
31,000円�

日額 8,000円�
8,000円�
8,000円�

病気・ケガ�

不慮の事故�

交通事故�

後
遺
障
害�

2,250万～100万円�
4,500万円～200万円�
5,400万円～240万円�

なし 　�
350万円～50万円�
350万円～50万円�

病気・ケガ�

不慮の事故�

交通事故�

通 

院�

日額 4,000円�
4,000円�
11,500円�

日額 4,200円�
4,200円�
4,200円�

※入院しなくても保障する（注2）� ※入院しないと保障しない�

手 術�

注1：Mix保険には20万円の「診断給付金」（ガン、急性心筋梗塞、脳卒中）があります。
また後遺障害になった場合、養老保険への切換があります。

注2：病気は連続10日以上、ケガ・不慮は連続5日以上の安静加療の証明が必要。

（２）自治体 あいちの仲間２００３年１０月２５日 第８６５号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

第３４回 愛知県消費者大会 介護護・医医療療・・福福祉ななどど

社会保保障のの充実求めめてて
くくららししのの不不安安をを跳跳ねね飛ばばそそうう
今今、行行動動すするるとときき、、語語ろろうう、、広広げげよようう、、ネネッットトワワーククをを

◆
日

時

１１
月
２４
日（
月
・
祭
日
）

◆
会

場

名
古
屋
市
公
会
堂

４
Ｆ
ホ
ー
ル

◆
分
科
会

午
前
１０
時
〜
１２
時

１５
分

「
名
和
哲
夫

昆
虫
教
室
」

冬
の
虫
っ
て
ど
こ
に
い
る

の
？
昆
虫
の
生
態
は
？
な
ど
身

近
な
昆
虫
に
つ
い
て
の
お
話
。

（
中
学
生
ま
で
無
料
）

「
有
事
（
戦
時
）
法
で
き

た
、
く
ら
し
ど
ー
な
る
の
？
」

自
治
体
職
員
が
パ
ネ
ラ
ー
で
く

ら
し
か
ら
社
会
を
考
え
ま
す
。

◆
全
体
会

午
後
１
時
３０
分
〜

午
後
３
時
３０
分

講
演
会
「
消
え
た
昆
虫
、
増

え
た
昆
虫
〜
自
然
の
生
態
系
の

中
で
人
間
も
生
か
さ
れ
て
ま

す
」講

師

名
和

哲
夫
さ
ん

（
名
和
昆
虫
博
物
館
館
長
）

寒
い
夏
、
暑
い
冬
？
改
め
て

自
然
と
の
共
生
や
暮
ら
し
方
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
参
加
資
料
代
５
０
０
円

１０
月
１４
日
か
ら
１７
日
に
か
け

て
２
０
０
３
年
愛
知
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
愛
知
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会
、
愛
知
県
労
働
組
合
総

連
合
、
自
治
労
連
愛
知
県
本

部
、
新
日
本
婦
人
の
会
愛
知
県

本
部
の
４
団
体
を
中
心
に
「
医

療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
社
会
保

障
の
充
実
と
く
ら
し
を
守
る
」

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
し
て
県

下
８７
の
市
町
村
（
名
古
屋
市
除

く
）
を
訪
問
要
請
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
減

免
制
度
の
実
施
や
高
齢
者
医
療

の
充
実
、
子
育
て
支
援
策
と
し

て
就
学
前
ま
で
の
医
療
費
無
料

制
度
の
実
施
や
国
民
健
康
保
険

の
改
善
を
求
め
る
内
容
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
市
町
村
で
財
政

の
伴
わ
な
い
改
善
策
と
し
て

「
介
護
保
険
制
度
の
住
宅
改
修

な
ど
の
受
領
委
任
払
い
」
や
要

介
護
者
に
「
障
害
者
認
定
控

除
」
の
認
定
書
発
行
、
出
産
育

児
一
時
金
の
受
領
委
任
払
制
度

な
ど
を
具
体
的
に
求
め
て
懇
談

を
し
ま
し
た
。
訪
問
し
た
富
山

村
の
担
当
者
も
「
福
祉
給
付
金

の
受
領
委
任
払
い
は
一
度
の
事

務
で
簡
素
化
で
き
ま
す
ね
」
と

財
政
が
厳
し
い
中
で
も
で
き
る

こ
と
か
ら
検
討
し
た
い
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

十
一
月
八
日
は
立
冬
で
す
。

こ
の
時
期
は
健
康
に
充
分
気
を

つ
け
な
い
と
、
風
邪
を
ひ
い
て

寝
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
春

や
夏
の
風
邪
と
ち
が
っ
て
、
秋

か
ら
冬
の
風
邪
は
重
症
に
な
り

や
す
く
、
万
病
に
変
わ
り
や
す

い
の
で
、
早
め
に
手
当
を
す
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
立

冬
と
は
言
え
、
ま
だ
寒
さ
は
そ

れ
ほ
ど
厳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
の
う
ち
に
身
体
を
寒
さ
に
慣

ら
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
に
は
早
寝
早
起
き
。
ま
た
、

早
朝
の
散
歩
が
効
果
的
で
す
。

日
の
出
と
と
も
に
起
き
て
、
し

っ
か
り
と
衣
服
を
着
て
、
は
じ

め
は
ゆ
っ
く
り
、
徐
々
に
ス
ピ

ー
ド
を
あ
げ
、
う
っ
す
ら
と
汗

を
か
く
く
ら
い
歩
き
ま
し
ょ

う
。し

か
し
、
風
邪
を
ひ
い
た
か

な
と
思
っ

た
ら
、「
風

府（
ふ
う

ふ
）」、「
風

池（
ふ
う

ち
）」、「
風

門（
ふ
う

も
ん
）」の

三
点
、合

計
五
つ
の

ツ
ボ
に
手

当
を
し
て

下
さ
い
。
手
当
の
方
法
は
、
お

灸
、
鍼
な
ど
の
ほ
か
、
ド
ラ
イ

ヤ
ー
の
温
風
を
当
て
る
、
温
シ

ッ
プ
を
す
る
な
ど
。
と
に
か
く

温
め
て
く
だ
さ
い
。
風
邪
は
風

門
か
ら
入
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
ツ
ボ
を
温
め
る

だ
け
で
も
軽
い
風
邪
は
退
治
で

き
ま
す
。

「
引
き
は
じ
め
」
を
通
り
超

し
て
、
頭
痛
や
発
熱
の
症
状
が

出
た
と
き
に
は
、
風
池
、
風
府

を
指
圧
し
て
下
さ
い
。

風
邪
の
特
効
薬
は
、
と
に
か

く
休
息
で
す
。
引
き
は
じ
め
に

仕
事
、
仕
事
と
追
い
回
さ
れ
て

い
る
と
、
は
じ
め
は
単
な
る
風

邪
で
も
肺
炎
に
進
行
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
結
局
仕
事
を
何

日
も
休
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
冬
は
セ
カ
セ
カ
し
な

い
で
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と

が
健
康
の
秘
訣
で
す
。

ツボの話

風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風
邪邪邪邪邪邪邪邪邪邪邪邪邪邪
をををををををををををををを
早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早
めめめめめめめめめめめめめめ
にににににににににににににに
退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退
治治治治治治治治治治治治治治
すすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるる

２
０
０
３
年
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

鍼
灸
師

伊
藤

直
子

８
６
１
号
の
答
え
は
「
サ
ン

チ
チ
ョ
ク
ソ
ウ
」
で
し
た
。
３５

名
の
応
募
が
あ
り
、
全
員
正
解

で
し
た
。
以
下
の
方
に
図
書
券

を
送
り
ま
す
。

本
多
圭
子
（
蒲
郡
市
職
）

鈴
木
典
子
（
豊
橋
市
職
労
）

安
田
純
子
（
長
久
手
町
職
労
）

坂
部
京
子
（
名
古
屋
市
職
労
）

三
浦
厚
男
（
瀬
戸
市
職
労
）

水
野
恵
子
（
学
事
労
）

鈴
木
博
史
（
蒲
郡
市
職
）

山
本
淳
哉
（
知
立
市
職
労
）

君
塚
敬
子
（
春
日
井
市
職
労
）

石
川
評
永
后
（
半
田
市
職
）

◆
元
々
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
大

フ
ァ
ン
で
す
が
、
自
分
で
問
題

を
作
る
ま
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
き
た
ら
い
い
な
と
は
思
い
ま

す
が
…
（
大
谷
恵
美
子
・
豊
橋

市
職
労
）
◆
体
力
作
り
の
為
通

勤
を
車
か
ら
歩
き
に
変
え
た
ん

だ
け
ど
、
小
さ
な
石
に
つ
ま
ず

い
て
右
足
の
す
じ
が
変
に
な
り

ま
し
た
。
な
か
な
か
治
り
ま
せ

ん
（
岡
田
智
子
・
蒲
郡
市
職
）

◆
秋
の
旬
の
物
が
お
店
に
た
く

さ
ん
出
回
っ
て
き
て
い
ま
す
。

栗
を
買
っ
て
き
て
皮
を
む
い
て

栗
ご
飯
を
つ
く
り
ま
し
た
。

（
三
浦
ち
え
子
・
蒲
郡
市
職
）

◆
最
近
の
職
安
の
求
人
に
○
○

病
院
が
時
給
八
五
〇
円
で
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

し
た
。
最
近
は
福
祉
の
専
門
職

も
ア
ル
バ
イ
ト
に
な
っ
た
と
思

い
き
や
我
が
職
場
の
婦
人
相
談

員
も
母
子
自
立
支
援
員
も
嘱
託

職
員
で
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
で

福
祉
に
責
任
が
も
て
る
の
か
し

ら
（
菅
谷
秀
昭
・
名
古
屋
市
職

労
）
◆
近
年
マ
ツ
タ
ケ
を
食
べ

る
こ
と
よ
り
ニ
オ
イ
す
ら
ど
ん

な
だ
っ
た
か
忘
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
日
々
ご
飯
が
食
べ
ら
れ

る
だ
け
ま
だ
ま
し
な
の
か
も

（
山
中
芙
久
子
・
名
古
屋
市
職

労
）
◆
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
で
す
。
い
い
汗
か
い
て
元

気
に
暮
ら
し
た
い
と
思
い
ま
す

（
山
田
和
子
・
瀬
戸
市
職
労
）

◆
食
欲
の
秋
と
な
り
ま
し
た
が

今
年
は
お
い
し
い
も
の
を
た
く

さ
ん
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
教

養
の
秋
に
も
し
た
い
と
思
っ
て

ま
す
（
今
村
知
美
・
長
久
手
町

職
労
）
◆
民
間
も
大
変
だ
け
れ

ど
市
職
員
も
大
変
で
す
。
１０
年

も
乗
っ
て
い
る
車
を
変
え
た
い

の
だ
け
れ
ど
給
料
が
減
っ
て
ば

か
り
で
考
え
て
し
ま
い
ま
す

（
鈴
木
美
枝
・
豊
橋
市
職
労
）

新
城
市
民
病
院
分
会

（
１０
月
１０
日
）

執
行
委
員
長

中
村
や
よ
い

副
執
行
委
員
長

中
野
み
さ
子

書
記
長

岡
田
み
つ
子

書
記
次
長

栗
原
め
ぐ
み

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

民間保険 見直してみませんか当当
選選
者者 ３３５５歳歳かからら６６００歳歳ままででのの総総掛掛金金

自治労連共済…総額３３２万５，９２０円

Mix 保険………総額５５８万７，５１２円
ナント差額 ２２６万１，５９２円

自
治
労
連
共
済
と
民

間
保
険
を
比
べ
て
み
て

も
同
じ
く
ら
い
の
保
障

額
で
比
較
し
て
、
年
齢

に
か
か
わ
ら
ず
一
定
の

自
治
労
連
共
済
は
３５
歳

か
ら
６０
歳
ま
で
か
け
て

世
帯
主
２
５
０
０
万
円

の
保
障
額
で
掛
け
金
が

な
ん
と
２
２
６
万
円
も

節
約
に
な
る
ん
で
す
っ

て（
左
図
参
照
）。是
非

こ
の
機
会
に
あ
な
た
も

加
入
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
の
方
に
図

書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
１１
月
３０
日
必
着
。
は
が

き
に
か
な
ら
ず
近
況
・
職
場

で
の
話
題
、
今
号
の
「
あ
い

ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を
書

い
て
下
さ
い
。

新
役
員
紹
介

財
政
の
伴伴
わわ
なな
いい
改改
善善
策策
まま
ずず
実
施
を

愛知と静岡の県境「富山村」に介護・医療・
福祉の充実を求めるキャラバン隊


